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赤れんが

　
皆
さ
ん
は
【
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
】
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？
こ
れ
は
、

「
咳
が
出
る
と
き
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
で
鼻
や
口
を
お
お
う
」
と
い
っ
た
も

の
で
す
。
例
え
ば
、
と
な
り
に
何
度
も

咳
を
す
る
人
が
い
る
と
、
い
い
気
分
で

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
周
り
の
人
に
気

を
配
り
な
が
ら
咳
を
す
る
、
そ
れ
が

【
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
】
で
す
。

　
こ
の
言
葉
は
、
２
０
０
７
年
に
米
国

の
感
染
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
初
め
て
登
場
し
、
２
０
０
９
年
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
な
流
行

で
、
感
染
対
策
の
１
つ
と
し
て
世
界
中

に
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。
実
は
日
本

で
は
、
こ
の
【
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
】
に
よ

る
感
染
対
策
は
、
既
に
大
正
時
代
に
は

あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
内
務
省
衛
生
局

が
風
邪
予
防
の
た
め
に
、
「
鼻
口
を
覆

え-
-

ひ
と
の
た
め
に
も
、
身
の
た
め
に

も
」
と
い
っ
て
い
ま
す
（
挿
絵
参
照
）
。

私
た
ち
日
本
人
が
昔
か
ら
行
っ
て
き
た

こ
の
風
邪
予
防
の
考
え
方
は
、
今
で
も

十
分
通
用
す
る
感
染
対
策
で
す
。

　
た
だ
、
こ
の
大
正
時
代
の
予
防
策
に

は
【
手
洗
い
】
の
項
目
が
足
り
ま
せ
ん
。

家
庭
で
の
手
洗
い
を
よ
り
丁
寧
に
さ
せ

て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
と
、

普
通
に
さ
せ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
で
、
肺

炎
に
か
か
っ
た
の
は
ど
ち
ら
が
多
か
っ

た
か
を
比
較
し
た
研
究
が
あ
り
ま
す
。

結
果
は
、
も
ち
ろ
ん
手
洗
い
を
よ
り
丁

寧
に
さ
せ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
方

が
肺
炎
に
か
か
り
に
く
い
と
い
う
も

の
で
し
た
。
「
家
に
帰
っ
た
ら
ま
ず

手
を
洗
う
。
」
こ
れ
も
昔
か
ら
親
が

子
ど
も
に
言
い
聞
か
せ
て
き
た
感
染

予
防
策
の
１
つ
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
だ
け
で
は
予
防
で
き
ま
せ

ん
。
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
洗
い
、
う

が
い
と
い
っ
た
予
防
策
に
加
え
、
十

分
な
睡
眠
・
栄
養
を
と
る
と
い
っ
た

日
常
的
な
健
康
管
理
も
行
い
な
が
ら
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

「
予
防
が
大
切
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

赤れんが　Vol.１9 　平成２３年　２月発行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　
医
療
安
全
・
感
染
防
止
対
策
室
　
　
　
看
護
師
長
　
黒
阪
　
佐
美
代

＜理　念＞　
　　質の高い医療を提供し、患者の生命と健康を守ります�

＜基本方針＞　
１　私たちは、急性期の高度医療と救急医療を提供します

２　私たちは、研修・研鑽に励み、患者に信頼される医療を　　　
　　　　　　　    提供します

３　私たちは、他の医療機関との連携を強化し、地域医療の　　　
　　　　　      　向上に努めます

４　私たちは、地域に期待される医療従事者を育成します 

５　私たちは、健全な経営基盤の確立を目指します 

＜急性期病院の役割＞

当院は、地域の急性期の患者様を

診療させていただく役割があります。

急性期の専門的治療が終わり、病

状が安定された方は、担当の医師

が判断し、責任を持ってお近くの診

療所、かかりつけの医師へご紹介い

たします。日頃の治療や健康状態を

見守る大切な診療所と連携を取り合

いますので、ご安心ください。急性期

の患者様が一人でも多く外来受診で

きますように、どうぞ、ご理解とご協

力をお願いいたします。

ドクターヘリ搬送



当院の役割
（災害医療・救急医療）

特
集

　（２）       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　赤れんが　Vol.１９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
受
け
入
れ
】

　　
当
院
は
、
従
来
か
ら
救
急
車
や
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送
さ
れ
る
救
急
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
２
２
年
４

月
か
ら
、
新
た
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
※
に
よ

る
搬
送
患
者
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

【
三
次
救
急
医
療
】
　

　
当
院
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
２
４
時
間
体
制
で
救
急
医
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　
救
急
医
療
、
特
に
三
次
救
急
で
は
、
命

を
救
う
た
め
に
１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
症
状
の
軽
い
患
者
さ
ん

が
当
院
の
救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
ま
す
と
、

本
来
、
真
っ
先
に
あ
た
る
べ
き
重
症
の
患

者
さ
ん
の
治
療
に
手
が
回
ら
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
け
が
や
病
気
の
症
状

が
軽
い
場
合
は
、
ま
ず
地
域
の
診
療
所
や
、

休
日
夜
間
で
あ
れ
ば
東
部
医
師
会
附
属
急

患
診
療
所
な
ど
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
…

　
機
内
に
救
急
医
療
に
必
要
な
医
療
機
器

を
備
え
、
救
急
医
と
看
護
師
を
乗
せ
救
急

患
者
の
も
と
へ
緊
急
出
動
す
る
専
用
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
。
兵
庫
県
、
京
都
府
、
鳥
取

県
の
３
府
県
が
連
携
し
、
平
成
２
２
年
４

月
に
運
航
開
始
。

・
基
地
病
院
：
公
立
豊
岡
病
院
（
兵
庫
県

　
　
　
　
　
　
豊
岡
市
内
）

・
運
行
範
囲
：
鳥
取
県
内
全
域
、
兵
庫
県

　
　
　
　
　
　
北
部
、
京
都
府
北
部

・
搬
送
先
医
療
機
関
：
　
鳥
取
県
内
は
、

　
　
　
県
立
中
央
病
院
・
県
立
厚
生
病
院
・

　
　
　
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
３

　
　
　
病
院
（
こ
の
ほ
か
、
兵
庫
県
、
京

　
　
　
都
府
の
関
係
病
院
）

　
　

　
皆
さ
ん
は
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
こ
れ
は
、
大
地
震
や
航
空
機
・
列
車
事
故
と
い
っ

た
災
害
の
際
、
そ
の
現
場
に
迅
速
に
駆
け
つ
け
救

急
治
療
を
行
う
た
め
、
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た

医
療
チ
ー
ム
の
こ
と
で
す
。
（D

is
a
s
te
r 

M
e
d
ic
a
l 
A
s
s
is
ta
n
c
e
 
T
e
a
m

…
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）

　
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
初

期
救
急
医
療
体
制
に
遅
れ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
避
け
ら
れ
た
災
害
死
」

約
５
０
０
名
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
訓
か
ら
、
医
師
が
災
害

現
場
で
医
療
を
行
う
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
平
成
１
７
年
４
月
に
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が

発
足
し
ま
し
た
。

　
実
は
、
当
院
に
も
こ
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
あ
り
ま
す
。

１
チ
ー
ム
当
た
り
医
師
１
名
、
看
護
師

２
名
、
事
務
調
整
員
２
名
を
基
本
と
し
、

現
在
２
チ
ー
ム
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
県
内
に
は
、
現
在
、
当
院
を
含
む�

　
４
病
院
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
あ
り
ま
す
。
）

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
隊
員

は
如
何
な
る
時
で
も
素
早
く
対

処
で
き
る
よ
う
、
常
に
呼
び
出

し
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
頃
か

ら
技
能
維
持
訓
練
に
参
加
す
る

な
ど
の
研
鑽
を
積
み
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
医
療
は
究
極
の

救
急
医
療
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
考
え
方
は
日
常
の
臨
床
に

も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 

 

 区分  平成２１年度
H21.4～H22.3(12ヶ月間) H22.4～H22.11( 8ヶ月間) 

 
  

 平成２２年度 
  

救急患者数   

 うち救急車   

 うちﾍﾘｺﾌ゚ﾀー    

 うちﾄ゙ｸﾀーﾍﾘ      

18,317人 10,724人

 2,492人 1,549人

 17人 58人

（ - ） （ 49人 ）

　※三次救急とは…

　　・一次救急…入院を必要としない

　　・二次救急…入院や手術を必要とする

　　・三次救急…重症、高度専門医療を必要とする 

2010.10 湖山駅で行われた災害訓練の様子

《 東部医師会附属急患診療所　》

（鳥取市富安１丁目／電話0857-22-2782） 

診療科目：内科、小児科

診療時間：平日、土曜日－19:00～22:00

　　　　　日曜日、祝日－9:00～17:00、19:00～22:00

����※これと異なる場合がありますので、

　　あらかじめ電話や新聞等でご確認の上、

　　受診してください。

当院が特に担う分野

「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
の
活
動
　



院内トピックス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤れんが　Vol.１９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）

「患者満足度調査」結果報告ふれあいフェスタ開催

　当院恒例のイベント「中央病院ふれあいフェス

タ」を１１月１３日（土）に開催しました。

　当日は、院内の特設会場にて糖尿病関連の相談

やアロママッサージ体験、バザーなどの様々なコ

ーナーを設け、また、特設ステージでは有志によ

る大正琴の演奏やＣＤデビューを果たした現役小

児科医によるライブ演奏などが行われ、入院中の

患者さんやそのご家族、地域の方々にも多数ご参

加いただきました。ご参加いただいた方々からは、

「日頃とはひと味違う職員の姿に接し、より親し

みを感じた」「ひととき病気を忘れて楽しむこと

ができた」等のうれしい声が、、、、。

　当フェスタの開催にご協力・ご参加くださりま

した皆様、どうもありがとうございました。この

場を借りてお礼申し上げます。

　次回もより多くの方々のご参加をお待ちしてお

ります♪

〔企画・運営〕

　　　　職員で構成するボランティア委員会�

　　　　　（委員長：放射線科　中村医師）

　平成21年11月に実施した「患者満足度調査」

の結果について、一部ですがご報告します。

　

　〔回 答 数〕591件

１　総合的な設問

　医療サービスとして重要な10項目について

お尋ねしました。

　全ての項目について平均３点以上という評価

をいただきましたが、「待ち時間等」について

は低い評価をいただきました。この対策の一つ

として、このたび、外来に無音テレビを整備す

ることとしました。今後も待ち時間対策を考え

ていきますが、皆様におかれましても、症状の

軽い方は、まずはお近くの診療所の受診をお願

いいたします。

２　自由記述

　改善を要する点の記述を118件いただきまし

た。地域の医療機関からの紹介の仕組みが分か

りにくい、待ち時間が長い等のご意見のほか、

施設・設備の老朽化や、職員の姿勢・態度に関

するご指摘などもいただきました。改善に向け

て努力いたします。

　また、良い点及び特に改善された点の記述は

89件いただきました。医師や看護師の説明が

適切であるとか、職員が親切などの評価をいた

だきました。

３　まとめ

　この調査を通じて皆様からいただいた評価、

お叱り、励ましを全職員で共有し、今後ともよ

り良い病院づくりに取り組んでいきますので、

ご協力をお願いいたします。

バザー

職員による演奏披露

アロマテラピー

バザー

職員による演奏披露

アロマテラピー



1．良質の医療を受ける権利 
　　　患者の皆様は、どなたでも平等に良質な医療を受け

ることができます。 
2．尊厳に対する権利 
　　　患者の皆様は、一人の人間として人格、価値観など

を尊重されます 。 
3．説明を受ける権利 
　　　患者の皆様は、病気の内容、治療、検査などの効果

・危険性について分かりやすい言葉や方法で、十分

な説明を受けることができます。 
4．自己決定の権利 
　　　患者の皆様は、病気の内容などを十分理解した上で、

治療方法などを自らの意思で選択し、適切な医療を

受けることができます。 

5．選択の自由の権利 
　　　患者の皆様は、医療機関を自由に選択することがで

きます。また、治療のどの段階でも別の医師の意見

を求めることができます。 

6．情報に対する権利 
　　　患者の皆様は、自分の診療に関する情報を受けるこ

とができます。 

7．守秘義務に対する権利 
　　　患者の皆様の診療の過程で得られた個人情報は、個

人の秘密として厳守されます。

 

外来診療案内
（平成２３年 ２月１日～）

外来診療受付時間　８:３０～1１:００

　面　会　時　間　  13:00～19:00

※外来は基本的に予約制です。

　予約に関する変更・お問い合わせは午後２時から

　受け付けます。

※緊急手術等で担当医が変更になることもあります。

※都合により担当医が変更になる場合があります。

（注）インフルエンザ流行に伴い、当分の間、�

　　面会時間を18：00までに制限しています。

専門外来等

� 名　称� 月� 火� 水� 木� 金

�
� 清水� 小村� 村尾� 澄川� 浦川

� � 杉本� 岡本� 田中究� 柳谷� 前田

� � 村尾� 浦川� 田中孝� 村尾� 清水

�
�

岡本� 田中孝� 前田� 小村� 杉本

� � 田中究� � 武田� 山本寛�

� � 澄川� 柳谷� 山崎� 吉野�

� � 陶山� 楢崎� 陶山� 楢崎� 楢崎�

� � 那須� 遠藤� 菅� 影嶋� 菅

� 心臓内科� 吉田� 吉田� 吉田� 遠藤� 那須

� � � 那須� � � 遠藤

�
神経内科

� 中安� 浅井� 中安� 浅井� 今村

� � 今村� � � 中安� 中安

� 精　神　科� 松林� 松林� 松林� 松林� 松林

� � 宇都宮� 星加� 　� 今本� 常井

� 小　児　科� 松下�   大野　�常井� 細田�  後藤

� � 星加(午後)� � 星加�　大野/星加　 

� 外科･小児外科� 　� 澤田� 清水�中村/上田� 福本

� � 山本哲� 服部� 山本哲� 村田� 山本哲

� 整形外科� 村田� 村岡� 村岡� 下雅意� 村田

� � 下雅意� � � � 服部

� 形成外科� 坂井� � 坂井� � 坂井

� 脳神経外科� 田渕� 吉岡�田渕／坂本・谷浦� � 吉岡

� 胸部外科
� 　� 森本� � 西村�

� � 　� 前田� � 宮坂�

� � 渡邊� 渡邊� 渡邊� 根本� 渡邊

�
泌尿器科�

眞砂� 眞砂� 眞砂� 眞砂� 眞砂�

� 皮　膚　科� 河上� 河上� 河上� 河上� 河上

� � 皆川� 大野原� 池野� 岡田� 大畠

� 産婦人科� 岡田� 大畠� 皆川� 大野原� 皆川

� � 池野� 岡田� 大畠� 池野� 大野原

� 眼　　科� 伊藤� 寺坂� 伊藤� 寺坂� 寺坂

�
耳鼻いんこう科

�鈴木千(午前)�鈴木健� 鈴木千� 鈴木健� 松尾

� � 鈴木健(午後)� � � � 鈴木健

� 放射線科� 藤原� 中村一� 中村一� 松末� 藤原

� � 倉立� 倉立� 倉立� 倉立� 倉立

�
口腔外科

� 岡本� 岡本� 岡本� 岡本� 岡本

� 人間ドック� 根本� 杉本� 根本� 田中孝� 陶山

�
� 名　称� 曜日�  担  当  医

  ペースメーカー�水･午前�心臓内科( 菅 )

�炎症性腸疾患�金･午前�内科(清水)

� リウマチ� 金･午前�整形外科(山本哲)�

    アレルギー･花粉症� 月･午後� 耳鼻科(鈴木健)

� 小児肝炎� 月･午後�小児科(星加)

� 脊椎・脊髄� 木・午前�整形外科(村田)

� � 月･水･金
 � 不妊症� � 産婦人科(大野原)
� � 午後�

� � 水・金
�産科･周産期� � 産婦人科(池野)
� � 午後�

� 婦人科腫瘍� 水･午後�産科 (皆川･岡田誠)

� 女性内分泌� 金･午後� 産婦人科(大畠)

� 加齢黄斑変性�
月･火･木�

眼科(伊藤)
� �

　　　　　　　　　
午後

� 思春期外来� 月･午後�精神科(松林)

� もの忘れ� 火･午後�精神科(松林)

�睡眠障害外来�水･午後�精神科(松林)

� � 第１,第３
   脳血管内治療� � 脳神経外科(坂本)
� � 水

� 頚椎・脊髄� 第４水� 脳神経外科(谷浦)�

� 緩和ケア� 月･午後� 内科(中村)

発行　鳥取県立中央病院　（〒680-0901　鳥取市江津730）
　　　　院長　武田 倬
電話　0857-26-2271　　FAX　0857-29-3227

地域連携センター・がん相談・医療相談
平日　8:30～17:00
電話�（直通）　0857-21-8501
 FAX�（直通）　0857-21-8507 
 Ｅ-mail  :   chubyo-chiren@pref.tottori.jp

ホームページ :　http://www.pref.tottori.lg.jp/chuoubyouin/
Ｅ-mail     :      chuoubyouin@pref.tottori.jp

内　科

　（４） 赤れんが　Vol. １９

  鳥取県立中央病院

（紹介状のない場合　 ８:３０～1０:００）

「患者の皆様の権利」

1．「健康情報の提供」 良質な医療を実現するため、ご自身の健康に関する情報をで

きるだけ正確に提供してください。 

2．「医療への参加 」　ご自身が適切な医療を受けるため、病気の内容を理解するな

ど積極的に医療へ参加してください。 

3．「ルールの遵守」 　ご自身の診療に支障をきたさないように診療上のルールお守

りください。また、他の患者様の診療に支障をきたさないよ

うご協力ください。お守りいただけない場合は、診療、入院

をお断りすることがあります。

 ※診療上のルールの例 　　

○病院内で大声を出したり、病院内の器物を破損しない 　　

○飲酒等により、他の方々に迷惑をかけない �

○身体的暴力や暴言、セクシュアルハラスメント、ストーカー行為を行わない

「患者の皆様へのお願い」

再
　
診

初
診

※11時半～�
　１２時半

※11時～�
　１２時

（注）
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